
基本方針１　持続可能な行政運営に向けた公共施設マネジメント
実施項目①　施設保有量の最適化

調整 廃止 譲渡・貸付検討

調整 廃止 機能移転

調整 廃止 機能移転

調整 移転 調整 運用開始

調整 廃止

調整 休止（廃止検討）

○成果指標 ○改革効果

No.5

取組項目 公共施設の再編（農林水産施設） 担当課 農業水産課・林業課

あるべき姿 　本市の規模や将来を見据えた農林水産施設の最適化が図られている。

課題と方向性
　農林水産施設は、地域活性化と農林水産業の振興を目的としているが、利用者が限定的とな
り、施設維持管理費も増加傾向である。地域づくり活動センター等の近隣代替施設があり、当該
施設を廃止したうえで事業の機能移転を含め再編する。

具体的な取組

　・城川ふるさと創作館（７年度末で廃止する。譲渡・貸付を検討）
　・俵津集落総合施設（７年度末で廃止し、俵津地域づくり活動センターへ機能移転する。）
　・みどりの交流館（７年度末で廃止し、高川地域づくり活動センターへ機能移転する。）
　・野村林業総合センター（７年度中に林業活性化センターを野村支所へ機能移転する。）

項目 改革前

→
改革後

維持管理費
約230万円削減年間経費 300万円 ７0万円

No.6

○スケジュール

実施項目 令和6年度 令和7年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

城川ふるさと創作館

俵津集落総合施設

みどりの交流館

野村林業総合センター

○成果指標 ○改革効果

取組項目 公共施設の再編（観光施設） 担当課 経済振興課

あるべき姿 　本市の規模や将来を見据えた観光施設の最適化が図られている。

課題と方向性
　市内の観光施設については、観光客が低迷し施設の利用者が限定的となっており、施設維持
管理費や安全面の課題を抱えている。民間企業との協働により誘客強化を図るとともに、経営
が低迷している施設については廃止又は休止とする。

具体的な取組
　・三滝ロッジ・ふるさと交流館（８年度末で施設を廃止する。譲渡・貸付を検討）
　・ロッククライミング場（７年度末で休止し、他市町の動向を踏まえ廃止を判断する。）

項目 改革前

→
改革後

維持管理費
約100万円削減年間経費 100万円 0円

三滝ロッジ・ふるさと交流館

ロッククライミング場

○スケジュール

実施項目 令和6年度 令和7年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度
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